
 
【企業 CSR 活動事例紹介】 

限界集落活性化対策 

ふるさと野菜のおすそ分け  
 

 

平成 22年 7月 4日 

三菱商事アグリサービス株式会社 

代表取締役社長 上杉 登 

物（ふるさと野菜）の交流から 
心と心の交流で 

人と人の交流により地域活性に繋げる 



【事業活動の概要】 
限界集落地域は全国で 7,800 ヶ所で、京都府下においても 140 ヶ所と言われて
います。 
 
その地域の高齢者が自家用に栽培されていて、ややもすると食べきれず廃棄され

ている「安心安全」の野菜を 2週間に 1回(又は、月 1回)都会の参加者(会員)に
お届けする。 
 

   



【事業の目的】 
京都府下における、限界集落と都会とをつなぐ企画「ふるさと野菜のおすそ分け」

により、モノの交流から、心と心の交流、人的交流に発展させ、疲弊してきた地

域の活性を行政を巻き込んで展開する。 
 
最終的には今後急速的に増えてくるといわれている限界集落活性化対策の一環

として、このビジネスモデルを全国に波及させる。 
  

   



【事業活動の内容】 
■実施開始  平成２０年 6月より 
 

■場所    京都府船井郡京丹波町内 2か所、南丹市美山町大野の 3地域 
 

■出荷者   28名の高齢者(75歳以上の方が中心) 平成 22年 7月 1日現在 

 
【参加条件】  
都会に住む自分の子供や孫に送る気持ちを持てる方（いたわり） 

 

■購入参加者 基本的に京都府内の都会の在住者        

 

【参加 4か条】 

1.京都府下でお住まいか、ご勤務やお知り合いなど京都府内にご縁のある方（地産地消） 

2.お年よりが丹精込めて作られた野菜であり、少々見栄えが悪くても、本物の野菜を食べたい方（安心安全・食育） 

3.ふるさと野菜で、心と心の交流や将来は人的交流で地域活性に関心のある方（社会貢献） 

4.お年寄りの気持ちを汲んで、自分のふるさとの気持ちでお付き合いできる方（生きがい・ふるさと作り） 

       



■発送内容  自宅用に栽培された農産物を 5 種類以上の詰め合わせてみかん
箱にいっぱいにして、お手紙を添えて定期的にお届け 

   

 

■サポート   
1.地域をまとめる「お世話係」を設け高齢者のサポートを行う 

   
 



  2.ただいま交流会(年に 1～2回)の実施  （2008.11月） 

  
 

 3.毎回「ふるさと野菜のおすそ分け通信」を同封 

       
 



 4.ホームページで紹介 www.shinofarm.jp/furusato.htm 
2010.3.9  KBS 京都 「ぽしポジたまご」で≪ふるさと野菜のおすそ分け≫の紹介をAM11:05 分から 7分程度に生出演で紹介いたしました。 

http://www.kbs-kyoto.co.jp/tv/po/ 

  

農村集落と都会消費地の交流ビジネス －ふるさと野菜のおすそ分け事業－ 

■昨日のCBアワードおおさか 2009 大賞受賞  36団体の応募の中、一次予選通過の 6団体がプレゼンし、「人と人を繋ぐ」「ポジティブ」「全国に波

及」のポイントが評価された。 

KBS 京都テレビで紹介されました。 4 月 16 日放送  

過疎化、高齢化が進む農村集落で栽培された安心・安全な野菜を都市の消費者に定期的に「おすそ分け」します！ 
【５０K（低速回線用）】 【３００K（高速回線用）】  

    

 
 




